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論 文 専･査 結 果 の 要 旨
高頻度振動換気 (High-FrequencyOSCilatoryVendlation:HFOV)は最も効果
的な肺保護的換気モー ドと考えられているが､一方では気道を通過するガス
の量が多く､加湿不足により気道上皮細胞に重度の陣事を起こすことが知ら
れている｡本研究はモデル肺を用いて､HFOV人工呼吸器 (Rl0)の1回取
出量 (SV)が定常流(BF)ガスの加湿に及ぼす影響を調べたものである｡
SVを285mi(6Hz,BF流速201/min)と大きく殴定するとモデル肺からの呼
気ガスがRl0 の加湿器の温度プローブに達し､加湿を妨害する可能性が生
じることを示した｡また､Rl0 のSVの増大とBF流速の増大に伴いLBFガ
スの温度および湿度が低下することを示した○これらの知見は HFOV人工
呼吸器を使用する際の気道上皮障音を防ぐ換気条件を示唆する価値ある業
練であると罷める｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると静める｡
